
令和７年度地震・津波防災訓練
（宮城県松島町・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

宮城県松島町について

出典：国土地理院

 宮城県松島町は、宮城県の海岸部中
央にあり、人口は令和８年２月１日時
点で12,664人である。面積は約５４km2

であり、その半分程度は松島丘陵を中
心とする森林である。

 比較的温暖な太平洋気候により降雪
量は少ない。

 大小の奇岩が連なる松島は、日本三
景に数えられ、全国有数の観光地と
なっている。

 平成２３年３月１１日の東日本大震災
では、震度６弱の地震、２．６ｍの津波
を観測した。

主な被害想定
 千島海溝、日本海溝、東北地方太平

洋沖地震で大きな被害が想定され、
最大クラスの津波シミュレーションで到
達時間は７３分と予測されている。
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■訓練想定：宮城県沖で震度６弱の地震により大津波警報が発表され、津波被害
や家屋倒壊、土砂災害などの発生

■実施日時：【訓練実施前ＷＳ】 令和７年１０月１５日（水）10:00～12:00
 【地震・津波防災訓練】令和７年１１月１日（土）10:00～12:00
【訓練実施後ＷＳ】  令和７年１２月３日（水）10:00～11:30

■主 催：松島町

■参加者数：約４００名

■参加機関：（磯島地区）陸上自衛隊、松島消防署、塩釜警察署、消防団、女性防火ク

ラブ、社会福祉協議会、行政区、各地区自主防災組織、松島地区災害防
止協議会 
（海岸地区）松島観光協会、観光事業者、遊覧船業者、松島区自主防災
組織、消防団、松島高校

■訓練項目：緊急地震速報訓練、情報伝達訓練、シェイクアウト訓練、津波避難訓練、
避難誘導訓練、避難所設置・運営訓練、避難者受入訓練

■訓練の特色：磯島地区と海岸地区の２地区での訓練実施。
海岸地区では観光地という特性を踏まえ、観光客の避難誘導や帰宅
支援に関する実動的な訓練を実施。
宮城県と共同運用している災害時の情報発信や避難所の受付に活
用できる「みやぎ防災アプリ」の実証実験の機会としても活用。
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【成果】
○ 観光客の多い土地において、住民や観光事業者だけでなく、観光客も現地に居る状

況（土曜日開催）において実践的な訓練を実施できた。

英語、中国語、韓国語での避難誘導看板、実際に遊覧船に乗船した観光客の避難
誘導など、観光協会が中心になって観光事業者と密に連携し、国内外からの観光客
受け入れを想定した訓練となった。

○ 訓練前ワークショップにおいて東日本大震災の経験も踏まえ、実地検証を通じて避
難経路を変更するなど、災害対応の具体的な改善に繋がった。

【課題】
● 避難誘導だけでなく、避難所での避難生活や帰宅困難者支援など、外国人を含

む観光客対応の備えについて、引き続き検討する必要がある。

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（宮城県松島町・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（宮城県松島町・内閣府）

１０月１５日(水） 10:00～12:00 訓練実施前ワークショップ

▼災害対策本部で
指示する松島町長

• 観光協会会長が東日本大震災の体験につい
て講話し、松島高校生徒が松島町の防災に
ついて発表した。

• 観光地における避難誘導・帰宅困難者支援
の課題を検討するワークを実施した。

• 磯島地区と松島海岸地区
で訓練を実施した。

• 磯島地区では、大津波警
報発表を受け、災害対策
本部を設置し、土砂災害
に巻き込まれた住民の救
出訓練を実施した。

• 松島海岸地区では、外国
人観光客向けに英語、中
国語、韓国語で避難誘導
の看板を掲げ、住民や観
光事業者が津波から避難
する訓練を実施した。

１１月１日(土) 10:00～12:00 地震・津波防災訓練

１２月３日(水) 10:00～11:30 訓練実施後ワークショップ

• 訓練の振り返りと、松島ならではの訓練
を活用した観光について意見を交換し、
外国人向け防災ツアーを企画したいと
いった意見が挙がった。

▼保健師による
負傷者搬送

▼被災住民を発見・
救出する消防団

▼松島町による
避難訓練案内

▼遊覧船から避難
する参加者

▼参加者による
テント体験

▼松島高校による発表 ▼グループワーク

▼松島高校による
グループワーク発表

▼松島高校による
発表
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（宮城県松島町・内閣府）

http://www.cao.go.jp/index.html


令和７年度地震・津波防災訓練
（千葉県木更津市・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

千葉県木更津市について

出典：国土地理院

 千葉県木更津市は、首都圏から５０km
圏内にあり、西は東京湾に臨み、東は
市原市、北は袖ケ浦市、 南は君津市に

隣接。人口は令和８年２月時点で
136,685人である。

 南房総・東京湾岸に位置する暖かなま
ちであり、東京湾アクアラインのたもと
には盤洲干潟が広がり内陸部には万
葉集にも登場する緑豊かな上総丘陵が
存在。「都心から一番近い田舎」を
キャッチフレーズとし、豊かな自然環境
と都心へのアクセス性が魅力とされる。

 防災ビジョンの目標として、 ①災害に強
い住民・職員になる 、②災害に備えるし
くみをつくる 、③災害に強いまちをつく
るを掲げている。

主な被害想定
 震度は、概ね、低地で６強、丘陵地で６

弱と予測されており、液状化危険度は、
概ね、低地で「危険度が高い」、「危険
度がやや高い」と予測されている。
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木更津市

金田地区



■訓練想定：東京湾北部沖を震源とするＭ７．３の地震が発生、木更津市内で震度
６強を観測。地盤が軟弱な地域を中心に液状化、家屋の倒壊等が発
生。地震発生１０分後に津波警報発表、地震発生４０分後沿岸部に高
さ１ｍの津波が到達。

■実施日時：【訓練実施前ＷＳ】 令和７年１０月１９日（日）13:30～16:30
 【地震・津波防災訓練】令和７年１１月２３日（日）09:00～11:00
【訓練実施後ＷＳ】  令和７年１１月２３日（日）11:00～12:00

■主 催：千葉県、木更津市

■アドバイザー： 宇都宮大学 地域デザイン科学部 社会基盤デザイン学科 
近藤伸也准教授

■参加者数：3,552名

■参加機関：木更津警察署、木更津消防本部等

■訓練項目：シェイクアウト訓練、津波避難訓練、訓練実施前・後ワークショップ、避
難所設置・運営訓練、災害対策本部運営訓練、情報伝達訓練、安否
確認訓練、物資配給訓練、炊き出し訓練、ボランティアセンター立ち上
げ訓練、防災講話

■訓練の特色：金田地区を主会場としつつ、市内全域で訓練を実施し、訓練内容も
多岐にわたった。
訓練実施前ワークショップで避難先での生活、必要物資の種類や量、
適切な避難先について参加者間で協議し、必要な備えを促した。
訓練に加え、訓練実施前・後のワークショップに小中学生の参加を
促した。
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【成果】
○ 訓練実施前ワークショップで多様なメンバーでのグループワークを実施したことで、住

民の防災意識向上において十分な成果を出すことができた。

また、訓練及び訓練実施後ワークショップで振り返り、今後の取組についてさらに話
し合うことでより具体化できた。

○ 訓練全体としては円滑に運営されていた。一部の会場では消防車の展示や消火体
験などで市民参加を促した。

○ 小中学生の参加により幅広い世代が防災について考える契機となった。
【課題】
● 避難場所の場所が適しているのか改めて検討する必要があり、地震・津波から避

難するに当たり最適な避難場所・避難所であるかを訓練を通じて確認することとし
ている。

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（千葉県木更津市・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（千葉県木更津市・内閣府）

１０月１９日(日) 13:30～16:30 訓練実施前ワークショップ

▼災害対策本部事務局
の運営を訓練

• 「自らの命は自らが守る」という意識を向
上させるため、訓練実施前ワークショップ
を開催した。

• 地域の災害リスクについて、避難先での必
要な備えについて意見交換を実施した。

• 木更津市役所駅前庁舎に
て災害対策本部運営訓練
を実施し、職員の参集から
情報収集等の訓練を実施
した。

• 木更津市全域において津
波避難訓練を実施した。

• 市民の参加を促すため、消
防車の展示や消火体験を
実施した。

１１月２３日(日) 9:00～11:00 地震・津波防災訓練

１１月２３日(日) 11:00～12:00 訓練実施後ワークショップ

• 訓練の振り返り・今後の取り組みにつ
いて意見交換をした。

• 時間帯の変化、季節の変化による防災
対策について考える機会となった。

▼市内の各避難場所へ
参集する市民

▼避難所にて配布した
防災食の内容

▼オンライン会議システムを通じて
市長から各避難所へメッセージを送信

▼市民参加を促すための
消火体験

▼近藤アドバイザー
による講演

▼グループワーク

▼グループに分かれた
振り返り

▼各グループからの
発表
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（千葉県木更津市・内閣府）

回答数:32

http://www.cao.go.jp/index.html


令和７年度地震・津波防災訓練
（新潟県出雲崎町・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

新潟県出雲崎町について

出典：国土地理院

 新潟県出雲崎町は、新潟県のほぼ中
央に位置し、約１０㎞に及ぶ海岸線を
有する。人口は、令和７年３月時点で
3,831人である。

 日本海型気候で、春秋は晴天の日が
多く温暖であるが、梅雨期から８月に
かけて雨量が増加し、集中豪雨に見
舞われることがある。

 農業と漁業を中心とした第一次産業
が長く産業の中心であったが、近年は
観光等の第三次産業が増加している。

主な被害想定
 平成１９年７月の中越沖地震での被害

に基づき、Ｍ６．８、震度６弱を想定し
ている。

 集落が海岸沿いに集中しているため、
地震発生直後に津波が到達し、道路
の損壊、津波による指定避難場所等
の孤立化が予想される。

1

出雲崎町

中央公民館

海岸公民館



■訓練想定：新潟県佐渡沖でＭ７．５の地震が発生し、出雲崎町では震度６強を観
測し、津波警報が発表される

■実施日時：【訓練実施前ＷＳ】 令和７年１０月１１日（土）10:00～11:40
 【地震・津波防災訓練】令和７年１０月１９日（日）9:00～10:00
【訓練実施後ＷＳ】  令和７年１０月１９日（日）10:30～12:00

■主 催：出雲崎町、新潟県

■アドバイザー：新潟大学危機管理センター 田村圭子教授

■参加者数：１００～２００名

■参加機関：行政区長、海上保安庁、防災士会

■訓練項目：シェイクアウト訓練、津波避難訓練、津波フラッグ設置訓練、アプリと電
話を活用した安否確認訓練、ヘリコプターによる要救助者吊り上げ訓
練、避難所設置・運営訓練、炊き出し訓練

■訓練の特色：新潟県の総合防災訓練と同日に、出雲崎町では津波からの住民避
難訓練を中心に訓練を実施した。
新潟県が開発中のアプリを活用し、指定緊急避難場所(２９箇所)​へ
の一次避難完了後、区長がアプリと電話で安否確認を実施した。
一次避難完了と併せて、第九管区海上保安本部による沿岸部での
ヘリコプター吊り上げ救助訓練を実施した。
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【成果】
○ あまり天候が良くなかったにも関わらず、訓練は概ね予定どおり実施され、多くの地

域住民の参加を得ることができた。

○ 防災士会が訓練前ワークショップから参加したことで、住民と防災士との連携の場と
なった。

○ 出雲崎町の津波避難計画（案）を住民へ説明する機会となるとともに、ワークショップ
や訓練で住民自ら避難経路の確認をし、津波避難計画に住民の意見を反映する機
会となった。

【課題】
● 大きな課題はなかったものの、今回の訓練により明らかになった下記の点について

は津波避難計画案へ反映することとしている。
• 一時避難場所から避難所へ向かう際の経路の検討
• 浸水域となる可能性がある箇所の避難経路の見直し

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（新潟県出雲崎町・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（新潟県出雲崎町・内閣府）

１０月１１日(土) 10:00～11:40 訓練実施前ワークショップ

▼住民同士での
声の掛け合い

• 出雲崎町が作成した津波避難計画（案）の
説明後、避難経路に関するグループワーク
を実施した。

• 各参加者が家からの避難経路を確認した結
果、一時避難場所まではたどり着けるが、
その後の避難所への移動が必要となった場
合、１時間程度の遠回りをするか山道を通
らなければならず、困難であるといった意
見が挙がった。

• 防災無線で地震発生を伝
達後、住民が避難を開始
した。

• 指定緊急避難場所への一
時避難後、区長等がアプ
リと電話で安否確認を実
施した。

• 沿岸部で、ヘリコプター
による吊り上げ救助訓練
を実施した。

• 避難所設置・運営訓練と
合わせて、キッチンカー
による炊き出し訓練を実
施した。

１０月１９日(日) 9:00～10:00 地震・津波防災訓練

１０月１９日(日) 10:30～12:00 訓練実施後ワークショップ

• 避難行動・経路に関する振り返りを実施
した。

• 今回の訓練ワークショップに参加してい
ない住民にも、今回の話し合いやワーク
ショップの内容を周知し、共有すること
が大事であるとの意見が挙がった。

▼住民避難

▼アプリでの避難場
所・安否確認報告

▼沿岸部に接近し、
救助を行う

▼キッチンカー
炊き出し訓練

▼田村アドバイザーに
よる講演

▼グループワーク

▼グループワーク ▼振り返り会議
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（新潟県出雲崎町・内閣府）

http://www.cao.go.jp/index.html


令和７年度地震・津波防災訓練
（大阪府岸和田市・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

大阪府岸和田市について

出典：国土地理院

 大阪府岸和田市は、人口190,658 人
（令和２年国勢調査）であり、海側の市
街部に人口が集中している。

 全国的には「岸和田だんじり祭」や岸
和田城で知られる。
臨海部は埋立地の工業地帯となって
いるほか、水産業も盛んで、府内屈指
の漁獲量となっている。

 南海トラフ地震が発生した場合、著し
い被害が生ずるおそれがあるため、
「南海トラフ地震防災対策推進地域」
に指定されている。

主な被害想定
 南海トラフ地震、上町断層帯地震、中

央構造線断層帯地震で、大きな被害
が出ることが想定されており、最も被
害が大きいとされている南海トラフ地
震が発生した場合、マグニチュードは
９．０、最大震度は６弱、建物被害は
8,261棟、死者は1,908人と想定されて
いる。

 南海トラフ地震が発生した場合には、
沿岸部を中心に広域での浸水のおそ
れがある。

1



■訓練想定：南海トラフ地震が発生し、津波警報が発表される。

■実施日時：【訓練実施前ＷＳ】 令和７年１２月１６日（火）13:00～15:00
 【地震・津波防災訓練】令和８年１月１６日（金）13:05～14:40
【訓練実施後ＷＳ】  令和８年１月１６日（金）14:40～15:00

■主 催：岸和田市

■アドバイザー：関西大学社会安全学部 奥村与志弘 教授

■参加者数：２５７名

■参加機関：野村中学校教員及び生徒、防災福祉コミュニティ（下野町連合町会防
災協議会等）、岸和田警察署、大阪府危機管理室

■訓練項目：教室内でのシェイクアウト訓練、校舎から校庭・校庭から地域の公民
館への避難、リヤカー及び車椅子を活用した避難行動要支援者の避
難支援、避難所の開設、備蓄品等展示

■訓練の特色：校内での避難行動に加え、学年ごとにルートを分けて、避難所に見
立てた近隣の地区公民館まで徒歩で避難を行う。
リヤカーや車いすに要支援者役の防災福祉コミュニティのメンバーを
乗せて、避難所まで搬送支援する訓練を実施する。

2

【成果】

○ 中学生を主体とした全体で２００名以上の参加となる大規模な訓練であったが、校
外においても、大きなトラブルなく訓練を実施することができた。

○ リヤカーや車いすを避難行動要支援者の避難支援の方法の一つとして活用できる
ことが確認できた。

○ 地震の揺れが２～３分続くことや、避難先はひとつではなく第２候補、第３候補など
の選択肢があることが参加した生徒には伝わったと考える。
訓練前後のワークショップやアンケートにより自ら考える力がついた。 

【課題】

● 野村中学校３年生によるリヤカーや車いすでの避難行動は、途中で段差に引っか
かるなど円滑に進まない場面があり、想定より時間を要した。

● 本訓練の成果をどのようにして反映していくかが課題であり、今回の訓練におい
て工夫した点や、大事なポイントをとりまとめた資料を作成して、沿岸部の自主防
災組織や学校・企業などに対して、普及しつつブラッシュアップを図る必要がある。 

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（大阪府岸和田市・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（大阪府岸和田市・内閣府）

１２月１６日(火) 13:00～15:00 訓練実施前ワークショップ

▼シェイクアウト訓練

• 訓練当日の具体的な避難行動の明確化と認知
度向上のために訓練前ワークショップを実施
した。

• リヤカーや車いすの使い方のデモンストレー
ションを通して、避難支援の際、何に注意す
る必要があるのか明確になったという意見が
挙がった。

• シェイクアウト訓練を実
施後、教室から校庭まで
避難を実施した。

• 防災福祉コミュニティ同
行のもと、避難・避難誘
導訓練を実施した。

• 防災福祉コミュニティの
メンバーを要支援者と想
定し、リヤカーや車いす
での避難支援を実施した。

• 安否確認・備蓄品研修で
は、段ボールパーテー
ション、備蓄品の解説を
いただいた。

１月１６日(金) 13:05～14:40 地震・津波防災訓練

１月１６日(金) 14:40～15:00 訓練実施後ワークショップ

• 訓練の振り返りと今後必要な防災対策につ
いて、訓練実施後ワークショップで話し
合った。

• 車いすでの避難は、長時間に及ぶと運ぶ側
の負担も増えるため、正しい姿勢で行う必
要があるといった意見が挙がった。

▼避難場所への
避難準備

▼中学１年生による
避難行動

▼リヤカーで
避難を支援 ▼車いすでの搬送 ▼備蓄品の解説

▼車いす・リヤカー
使用方法の説明

▼車いすによる避難行動
のデモストレーション

▼振り返りのワーク
▼奥村アドバイザーによる

コメント
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（大阪府岸和田市・内閣府）

http://www.cao.go.jp/index.html


令和７年度地震・津波防災訓練
（和歌山県印南町・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

和歌山県印南町について

出典：国土地理院

 和歌山県印南町は、紀伊半島西部海
岸の中央部に位置し、人口は令和８年
１月時点で7,461人。南西部が太平洋

に面する山地・丘陵地・台地、北東部
が紀伊山地西端の山地からなる。北
東の山地ほど標高が高く、南西部ほど
標高が低くなり、切目川、印南川、王
子川によって開析されている。 

 海側は黒潮の影響で温暖な気候と
なっており、鰹節発祥の地として知ら
れるほか、スイカやエンドウ豆の栽培
が盛んである。

 平成２９年に町役場庁舎を高台に移
設するなど、防災対策を強化している。

主な被害想定
 南海トラフ地震が発生した場合時には

M９．１、最大震度６強、最大１５ｍの
津波の到達により、1,200名の死亡が

予測されており、「東海・東南海・南海
３連動地震」が発生した場合は最大震
度７となることが想定されている。

 地震・津波の他、台風常襲・多雨地域
であり、過去に多くの風水害も発生し
ている。

1



■訓練想定： 「南海トラフ巨大地震」が発生し、震度６強以上の揺れと、最大高１５ｍの津波
による被害を想定。

■実施日時： 【防災講演会】 令和７年９月４日（木） 19:00～21:00
【訓練実施前ＷＳ】
 沿岸部（印南地区） 令和７年１０月９日（木） 19:00～20:30
沿岸部（切目地区）    令和７年１０月１４日（火） 19:00～20:30
山間部 令和７年１０月１６日（木） 19:00～20:30
中学生向け    令和７年１０月２１日（火） 13:30～15:00

【地震・津波防災訓練】  令和７年１１月１日（土） 7:30～13:00
【訓練実施後ＷＳ】
沿岸部（切目地区） 令和８年２月１７日（火） 19:00～20:30
沿岸部（印南地区）    令和８年２月１８日（水） 19:00～20:30

■主 催：印南町

■アドバイザー:和歌山工業高等専門学校環境都市工学科 小池信昭教授

■参加者数：５００名

■参加機関：地域住民（沿岸部・山間部）、地元小中学生、自主防災会、防災士の会、消
防団、社会福祉協議会、民生児童員、日赤奉仕団、日高広域消防事務組
合、御坊警察署、陸上自衛隊、和歌山県防災航空センター、日本栄養士会
災害派遣チーム（JDA-DAT）、関西大学城下ゼミ、印南町教育委員会、印
南町、和歌山県

■訓練項目：シェイクアウト訓練、地震・津波避難訓練、職員参集訓練・通信訓練、自主防
災訓練、避難所運営訓練、災害初動期対応訓練、展示ブース説明、防災ヘ
リ救助訓練

■訓練の特色：訓練前に防災講演会を実施し、地元の住民向けに改めて防災の啓発を
行ったほか、沿岸部と山間部に分け、それぞれの想定される被害に応じた
ワークショップを複数回実施した。
訓練は「地震・津波避難訓練」、「避難所運営訓練・初動期対応訓練」、「防
災体験学習」の３部構成とし、各地区で避難訓練・避難所運営訓練の後、
主会場にて体験学習を実施した。
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【成果】○ 町内の小・中学生の参加を呼び掛けて大規模に実施したため、町内全体として防災意識の
向上につながった。

防災体験学習において、警察や消防の協力を得て車両を展示するなど、家族連れでも参加
しやすい体験内容を多く準備したため、若年層を含む多くの地域住民の参加につながった。

【課題】
 学生以外の地域住民の訓練参加が一定程度にとどまったため、参加者の裾野を広げる工

夫を検討する必要がある。

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（和歌山県印南町・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（和歌山県印南町・内閣府）

１０月 訓練実施前ワークショップ

• 印南地区・切目地区（沿岸地区）向けの訓
練前ワークショップでは津波に対する研修、
山間地区向けには土砂災害についての研修、
中学生向けには講話と避難行動についての
研修を実施した。

• 避難行動が遅れてしまう要因について考え
る機会となったといった意見が挙がった。

• ３部構成で訓練を実施し
た。

• 第１部の地震・津
波避難訓練では、
サイレン放送・エ
リアメール受信後、
各避難場所に避難
した。

• 第２部の避難所運
営訓練、初動期対
応訓練では、段
ボールベッド、か
まどベンチの組み
立てを実施した。

• 第３部の防災体験
学習では、燻煙体
験や自走式水洗ト
イレカー見学を実
施した。

１１月１日(土) 7:30～13:00 地震・津波防災訓練

２月 訓練実施後ワークショップ

• 切目地区向けの訓練後ワークショップでは、
避難所の環境改善のために、地区内外から
調達できるもの、現段階で役場と連携をとる
こと、役場に要望しておくべきことについて意
見交換をした。

• 印南地区向けの訓練後ワークショップでは、
家族の無事を知らせる「黄色の旗」の使用目
的と経緯を確認した。

▼子連れで防災センター
に避難する参加者

▼かまどベンチの
組み立て

▼小学生向け講義 ▼燻煙体験

▼グループワーク
▼グループごとに
気づきを共有

▼印南地区の
訓練後ワークショップ

▼切目地区の
訓練後ワークショップ

▼本部にて避難状況を
把握する町役場職員

▼家庭での防災対策を
紹介する展示パネル
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（和歌山県印南町・内閣府）



令和７年度地震・津波防災訓練
（愛媛県愛南町・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

愛媛県愛南町について

出典：国土地理院

概要
 愛媛県愛南町は、南宇和郡の旧５町村

が平成１６年１０月１日に合併し誕生した。
 人口は令和８年２月１日時点で18,055人

であり、うち６５歳以上の人口は約４８％
である（合併時の人口は28,783人。）。
面積は約２３９km2である。

 愛媛県の最南端に位置し、南は太平洋、
西は豊後水道、東は高知県に面してい
る。自然環境や水産資源に恵まれ、ス
キューバダイビングでも有名。

 南宇和郡の北部には四国山脈から分岐
した篠山支脈があり、ここから発する僧
都川流域の平野部に市街地が形成され
ている。

主な被害想定

 南海トラフ地震が発生した場合には、震
度６強の揺れと、最大１６．２ｍの津波が
想定される。

 急峻な地形から、台風や集中豪雨によ
る河川の氾濫、浸水、土砂災害等の被
害が想定され、中山間部に位置する集
落は道路が通行止めになる可能性があ
る。

1

愛南町

愛南町消防本部

愛南町



■訓練想定：高知県沖を震源域とする南海トラフ地震により、愛南町では震度６強
を観測し、愛媛県宇和海沿岸に大津波警報を発表。

■実施日時： 【訓練実施前ＷＳ】 令和７年１０月１２日（日）09:00～11:30
【地震・津波防災訓練】令和７年１１月１６日（日）09:00～12:00
【訓練実施後ＷＳ】  令和７年１１月１６日（日）13:30～15:00

■主 催： 愛南町

■アドバイザー：国立研究開発法人防災科学技術研究所 辻岡 綾研究員

■参加者数： ２３０名

■参加機関：愛媛県社会福祉協議会、愛南町社会福祉協議会、愛媛県災害時要配
慮者支援チーム、深浦地域住民、古月・鯆越・深浦(三地区)自主防災
会、愛南漁業協同組合、安高水産有限会社、有限会社ハマスイ、きく
ち水産、田村水産有限会社、株式会社久徳水産由貴丸、株式会社明
正建設

■訓練項目：シェイクアウト訓練、津波避難訓練、避難所設置・運営訓練、福祉避難
所設置・運営訓練、炊き出し訓練

■訓練の特色：避難訓練に当たっては、漁業組合や漁業事業者の協力のもと、外
国人実習生が自力での避難が困難な方の避難を支援した。
福祉避難所設置・運営訓練では、要支援者当人の参加のもと、設営、
スクリーニング、移送、受け入れまでの一連の動きを訓練した。

2

【成果】
○ 参加住民約１７０名（要配慮者１３名含む）で、対象地区の住民参加率が４０％を超え、

地域の防災意識の高さが確認された。

○ 今回の訓練は「避難所への避難」と「福祉避難所の運営」に重点を置き、現場での実
践を通じて具体的な課題や改善点を把握することができた。

○ 本訓練を機に、各種関係機関とのネットワーク・連携体制を構築できた。

○ 今回の訓練の成果、住民からの意見を反映し、避難所ごとの運営マニュアルの整備
を進めている。

【課題】
● 避難所運営において、受付時に住民に役割を付与するなど、主体的な参加や役

割分担をより促す工夫が必要である。
● 小学生や外国人住民など多様な住民が、訓練や防災活動に参加することを促進

し、多角的な視点での意見を集めることで、地域全体で防災力向上を目指すこと
が望まれる。

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（愛媛県愛南町・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（愛媛県愛南町・内閣府）

１０月１２日(日) 09:00～11:00 訓練実施前ワークショップ

▼一時避難場所へ参集

• 住民主体の避難所の立ち上げ・運営を行う意識
向上のため、訓練前ワークショップを実施した。

• 辻岡アドバイザーの講話、具体事例についての
対応方針を協議するワークを実施した。

• 避難所の校舎の鍵管理、避難所内の居住区管
理、靴の管理等について意見が挙がった。

• 避難行動要支援者の避難
を補助しながら、各集落か
ら一時避難場所、指定避難
所である旧深浦小学校体
育館へ移動した。

• 避難所設営では、パーテー
ション・エアベッドを用いた
居住区画の整備を行った。

• 要配慮者として個別避難計
画に登録のある地域住民
参加のもと、要配慮者のス
クリーニング、福祉避難所
への移送、受け入れを実施
した。

• 地域住民コミュニティによる
鯛めしおにぎりとみそ汁

２５０食の炊き出し訓練を
実施した。

１１月１６日(日) 09:00～12:00 地震・津波防災訓練

１１月１６日(日) 13:10～15:00 訓練実施後ワークショップ

• 訓練同日に訓練の振り返り、辻岡アドバイザーの講話、今後の取
り組みを検討するワークショップを実施した。

• 一時避難場所から避難所に向かう避難路の整備、受付の実施方法、
レイアウト図の整備などの意見が挙がった。

▼避難所入口にて
受付を実施

▼避難所内概観

▼スクリーニング訓練 ▼福祉避難所への移送 ▼炊き出し訓練

▼辻岡アドバイザーに
よる講話

▼参加者全員による
ワーク

▼参加者全員によるワーク
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（愛媛県愛南町・内閣府）



令和７年度地震・津波防災訓練
（高知県安芸市・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

高知県安芸市について

出典：国土地理院

 高知県安芸市は、高知県の東部に位
置し、南は東西約１９kmの海岸線が土

佐湾に面している。北部は徳島県に接
する。
人口は令和７年３月時点で15,377人で
ある。

 安芸山地から土佐湾にかけての山稜
と海岸線の低地と海岸段丘からなる。
温暖で日照時間の長い気候を活かし、
ナスやユズなどの農業が盛ん。岩崎弥
太郎の出身地としても知られる。

 市内の中学２年生を対象に、隔年で避
難所開設運営訓練、医療救護所開設
運営訓練を実施している。

主な被害想定
 最大クラスの南海トラフ地震が発生し

た場合、市内の最大震度７、沿岸部に
最大約１５ｍの津波が到達することが
予測されている。

 安芸川、伊尾木川河口が高波で閉塞
しやすく、津波発生時には遡上にも注
意が必要で、下流部は液状化現象が
発生する可能性がある。

 市街地への主な出入り口は国道５５号
のみで、孤立状態となる可能性がある。

1



■訓練想定：大地震の発生及び大津波警報の発表。

■実施日時：【訓練実施前ＷＳ】 令和７年１２月８日（木）11:00～12:50
 【地震・津波防災訓練】令和７年１２月１４日（日）9:00～12:00
【訓練実施後ＷＳ】  令和７年１２月１４日（日）12:00～12:30

■主 催：安芸市

■アドバイザー：高知大学地域協働学部防災推進センター 大槻知史教授

■参加者数：９０名

■参加機関：安芸市立安芸中学校生徒、地域住民、自主防災組織、陸上自衛隊

■訓練項目：シェイクアウト訓練、津波避難訓練、避難所運営訓練、炊き出し訓練

■訓練の特色：災害時の避難拠点としての機能を備えて令和６年４月に開校した安
芸中学校で、中学生主体の避難所運営訓練を行い、新たに作成した
避難所運営マニュアルの内容を検証し、改善点を抽出する。
参加者向けに、事前に防災教育ツール「さすけなぶる」を使用した避
難所運営の問題解決ワークショップを実施し、発災直後だけでなく長
期的に避難者の生活拠点としての利用イメージを持つ。
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【成果】
○ 地域の避難拠点としての機能を備えて新設された安芸中学校において、実動訓練を

実施することで避難所運営マニュアルの検証の機会となり、具体的な改善事項が抽
出された。

○ 学校、市関係者、自主防災組織の顔合わせの機会となり、マニュアルの改善、災害
時の対応方針に関する意見を交換し、共有することができた。

○ 避難所の運営は中学生にとって難易度が高い取り組みであったが、真剣に取り組み、
実施後に建設的な意見を出していた。

○ 最大約８００人を収容する規模の避難所が、災害発生時にどのような状況となるのか、
中学生が避難生活をイメージする機会となった。

【課題】
● 災害時に施設管理者となる学校側との役割分担をあらかじめ明確にしておく必要が

ある。

● 中学生が訓練に参加する場合には、事前説明や事前準備の時間を十分に確保する
必要がある。

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（高知県安芸市・内閣府）

訓 練 概 要



3

令和７年度 地震・津波防災訓練（高知県安芸市・内閣府）

１２月８日(月) 11:00～12:50 訓練実施前ワークショップ

▼体育館への避難

• 過去の災害で起こったこと、揺れ対策や
津波対策避難所開設までに起こることを
講義した。

• 防災教育ツール「さすけなぶる」を使用
して、避難所生活が長期化した場合に起
こる問題について考えた。

• 各教室でシェイクアウト
訓練を実施後、体育館へ
の避難を実施した。

• 中学生が４班に分かれて、
自主防災組織のメンバー
等の指示のもと、避難所
の設置準備・運営訓練を
実施した。

• 陸上自衛隊が炊き出し訓
練を実施し、訓練後には
中学生が実際に試食した。

１２月１４日(日) 9:00～12:00 地震・津波防災訓練

１２月１４日(日) 12:00～12:30 訓練実施後ワークショップ

• 訓練の振り返りを実施し、避難所運営
マニュアルに反映した。

• 情報伝達にて混乱が生じたため、独立
した班ではなく各班に情報伝達担当を
置くと良いといった意見が挙がった。

▼施設の状況を
確認する中学生

▼避難カード準備

▼テントや
ラインコントロールの

組み立て

▼避難所の受付 ▼情報伝達・総務
班の情報伝達

▼大槻アドバイザー
による講義

▼生徒同士で議論

▼振り返りを行う参加者
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（高知県安芸市・内閣府）

回答数：84

1. あなたが避難後に避難所のお手伝いするとして、大切なのはどちらの観点だと思いますか。各質問
についてあなたの実感に近いものに〇をつけてください。
A.避難所の秩序を守ること /  B.避難者個人の意思を尊重すること

2.あなたが災害後に避難所をお手伝いするとして、大切なのはどちらの観点だと思いますか。各質問に
ついてあなたの今の実感に近いものに〇をつけてください。
A.規則や手順を守ること / B.状況にあわせた対応をすること

3. あなたが災害後に避難所をお手伝いするとして、大切なのはどちらの観点だと思いますか。各質問
についてあなたの今の実感に近いものに〇をつけてください。
A.避難者の公平性を保つこと /  B.より困っている避難者を優先すること

事業の前後で、参加者の意識がどのように変わったのか検証するアンケートを実施した。



令和７年度地震・津波防災訓練
（高知県南国市・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

高知県南国市について

出典：国土地理院

 高知県南国市は、高知県中央部に位
置し、高知龍馬空港がある。

南は土佐湾に面した沿岸部となってお
り、北部の山間部を除き、中部・南部
は香長平野が広がる比較的平坦な土
地となっている。

 令和８年２月時点で人口は45,461人で

あり、県内第二の都市である。面積は
約１２５km2である。

 年間の降水量は2,400mmを超え、全
国有数の多雨地域である。

 「土佐日記」で名高い紀貫之が国司を
務めた土佐国の国衙があった。

主な被害想定
 南海トラフ地震が発生した場合、震度

６弱～７の地震動、場所によって１０ｍ
を超える巨大津波が到達することが想
定される。
地盤が軟弱な河川流域の平野部に人
口が集中しているため、津波や液状化
により大規模な被害が発生するおそ
れがある。
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■訓練想定：高知県室戸岬沖を震源とした推定Ｍ８．８の地震が発生し、南国市役
所で震度６強の揺れを観測。
西日本太平洋沿岸に大津波警報が発表される。

■実施日時：【訓練実施前ＷＳ】 令和７年９月２８日（日）10:00～12:00
 【地震・津波防災訓練】令和７年１０月２６日（日）8:30～12:30
【訓練実施後ＷＳ】  令和７年１１月８日(土）10:00～11:30

■主 催：南国市

■アドバイザー：高知大学地域共働学部 藤岡正樹教授

■参加者数：約２００名

■参加機関：地域住民、南国市防災会連合会、香南中学校、日章地区自主防災協
議会、日本赤十字社、アクアデザイン株式会社、高知県獣医師会、高
知県愛玩動物協会、南国市国際交流協会

■訓練項目：災害対策本部運営訓練、津波避難訓練、避難所設置・運営訓練、救
護訓練、炊き出し訓練、ペット避難訓練

■訓練の特色：避難所運営訓練を防災連合会主導で企画・運営した住民主体の訓
練であった。
災害対策本部運営訓練は多くの職員が参加し、災害対応用のシス
テムを活用しながら、目標管理型のアプローチで複雑な情報の分
析・処理を行う実践的訓練であった。
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【成果】
○ 災害対策本部訓練は９０名超の職員が参加し、複雑な状況付与にも対処できた。
○ 避難所運営訓練では、救護訓練やペット避難訓練など、住民が積極的に多様な訓練

に参加できた。

【課題】
● 一部中学生の参加もあったものの、参加している住民は年齢層が高い傾向があった。

家族連れや外国人・留学生など、より参加者層を広げる工夫を検討する必要がある。

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（高知県南国市・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（高知県南国市・内閣府）

９月２８日(日) 10:00～12:00 訓練実施前ワークショップ

▼災害対策本部
運営訓練

• 市内での個別避難計画作成促進のため、実際に計画作成を体験し、今後の整備に向けた課
題を話し合うワークショップを実施した。

• 個人ワークでは、南国市の様式を使用して、避難行動要支援者・救護台帳を作成した。

• グループワークでは、個別避難計画作成に当たっての課題、個別避難計画の活用方法
について議論した。

• 個別避難計画を作成するに当たって、「様式への記入事項が多すぎると作成負荷が大きいため、
項目を絞り込んだ方がよい」などの意見が挙がった。

• 災害対策本部運営訓練で
は、参加者は家屋や人的
被害、津波等約７０の情報
を整理し、班ごとに集約・分
析するワークを実施した。

• 住民は訓練開始の放送を
受け、近くの避難タワー等
に避難。避難先で防災無
線等の設備に関する説明
を受けた。

• 日章福祉交流センターにて
避難所を設営し、居住区画
の作成、受付の実施、救護
訓練、ペット避難スペース
の設置、炊き出し訓練等を
実施した。

１０月２６日(日) 8:30～12:30 地震・津波防災訓練

１１月８日(土) 10:00～11:15 訓練実施後ワークショップ

• 藤岡アドバイザーによる訓練当日の振り返り後、参加者同士で訓練の成果や気が付いた改善
点について話し合った。

• 「炊き出し訓練における鍋の位置や避難所内の居住スペースと窓との距離など、余震を意識し
た訓練が必要」との意見が挙がった。

▼津波避難タワーに
避難する住民

▼救護訓練
▼炊き出しを手伝う

中学生

▼津波避難タワーで
備品の説明を受ける

▼避難所運営訓練で
設営されたテント
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（高知県南国市・内閣府）



令和７年度地震・津波防災訓練
（熊本県長洲町・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

熊本県長洲町について

出典：国土地理院

 熊本県長洲町は、熊本県の北西端に
位置し、有明海に面している。

 地形は比較的平坦で、東部の丘陵地
でも標高は３５ｍ以下である。

 人口は令和８年２月末時点で14,155人、
面積は約１９km2である。

 金魚や錦鯉の養殖業が盛んなことで
全国的に知られている。

 平成２８年４月に発生した熊本地震に
おいて長洲町では震度５強を観測した
が、人的被害・家屋倒壊等の大きな被
害はなかった。

主な被害想定
 熊本県が実施した「熊本県地震・津波

想定調査結果（平成２５年２月）」にお
ける被害想定によると、南海トラフ地
震による津波高は３．０TPmに達する
と想定されている。

1

長洲町

長洲町

長洲町役場



<全町訓練>
■訓練想定：雲仙断層群を震源とする地震により、長洲町で最大震度６強を記録。

また、この地震による津波警報を発表。

■実施日時: 【地震・津波防災訓練】令和７年１０月２５日（土）10:00～12:00

■主 催：長洲町

■アドバイザー：熊本大学大学院先端科学研究部 竹内裕希子教授

■参加者数：約１３０名

■参加機関：長洲町町民、長洲町役場

■訓練項目：シェイクアウト訓練、津波避難訓練、安否確認訓練、職員の招集と災
害対策本部の設置運営訓練

<避難所設置運営の円滑化に向けた講義・演習等>
■実施日時：
【中学生向け防災専門家の講演会】令和７年９月１９日（金）9:30～11:00
【防災アドバイザーと長洲町幹部の懇話会】令和７年９月１９日（金）13:30～14:30
【中学校での避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）】令和７年１０月９日（木）9:40～12:30
【中学生向け避難所設置演習】令和７年１１月４日（火）13:00～15:30
【今後の避難所設置運営に関する検討会】令和７年１１月４日（火）16:00～17:00

■備 考：避難所設置運営に焦点を当て、町幹部との懇話会や長洲中学校向けの
講義や事前学習を実施した。

2

【成果】
○ 長洲町として初めての本格的な訓練であり、役場の防災意識を高める機会となり、

今後の防災力強化のために必要な対応事項が明らかになった。

○ 避難所設置運営の円滑化に向けた講義・演習等により、中学生の防災意識が向
上したことから、今後も中学生への講義・演習を継続することを検討することとなっ
た

○ 防災士や学校関係者を交えた検討会を通じて、主体や手順の整理に向けた動き
だしの機会となった。

【課題】
● 今回の訓練を受けて、中学生への講義・演習を今後も継続することを検討してい

るが、学年により実施内容を分けて、段階的に学ぶ形に変更することが望ましいと
考えられる。

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（熊本県長洲町・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（熊本県長洲町・内閣府）

９月～１０月 訓練実施前ワークショップ

▼役場の防災行政無線

• 長洲中学校の生徒向けに、竹内アドバイ
ザーより長洲町で発生した過去の災害につ
いての講話を聞いた。

• 防災専門家と長洲町幹部の講話では、行政
職員の避難所運営に割く時間を減らすこと
が必要という意見が挙がった。

• 長洲中学校でＨＵＧゲームを実施し、自身
の班の結果だけではなくほかの班から気づ
きを得た。

• 全町訓練
• 住民は自宅から避

難し、町に到着ま
でに要した時間を
報告し、防災情報
の提供を受けた。

• 災害対策本部会議
を開催し、対策部
ごとに災害対応に
当たった。

• 避難所設置運営の円滑化
に向けた演習等

• 災害対応支援団体
による講演、段
ボールベッドと仮
設テント設営体験
を実施した。

１０月～１１月 地震・津波防災訓練

１１月４日(火) 16:00～17:00 訓練実施後ワークショップ

• 防災士、町役場職員、学校職員、学校運
営協議会と異なる立場の混在した3グ
ループに分かれて訓練の振り返りや今後
に向けた意見交換を実施した。

• 校区単位での避難所運営マニュアルの作
成が必要という意見が挙がった。

▼災害対策本部
設置運営訓練

▼避難所とＷｅｂ会議
ツールで情報共有

▼実際の避難所の写真
を用いて実態の説明

▼段ボールベッド
や仮設テント設営

▼設営体験の
感想共有

▼竹内アドバイザーに
よる講演会

▼ＨＵＧゲーム

▼学校職員のグループ
が話し合い

▼３班に分かれて
ワークショップを実施
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アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（熊本県長洲町・内閣府）

http://www.cao.go.jp/index.html


令和７年度地震・津波防災訓練
（沖縄県豊見城市・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

沖縄県豊見城市について

出典：国土地理院

概要
 沖縄県豊見城市は沖縄本島南部に

位置し、令和８年２月時点の人口は
65,876人、面積は約１９km2であり、

宅地開発が進み、平成１４年の市制
施行後、人口が増加している。

 訓練の実施地区である豊崎地区は、
人口5,328人。工業団地用地として
平成９年に着工した埋立地であり、
周囲を海や河川に囲まれた平坦な土
地で、本島へは３本の橋で接続する。
那覇空港に近い立地からリゾートホテ
ルやショッピングモール、ビーチなど観
光地としても人気で、産業別就業人口
では第三次産業が約８割を占める。

主な被害想定
 沖縄南東沖三連動マグニチュード９ク

ラスなどで最大震度６強、約１５分で津
波が到達すると予測されている。
また、埋立地であることから、液状化
の危険性が高い。
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■訓練想定：沖縄南東沖三連動マグニチュード９クラスの地震発生により沖縄本島
地方に大津波警報が発表され、豊崎地区に１５分程度で大津波が到
達して甚大な被害が発生。

■実施日時：【訓練実施前ＷＳ】 令和８年１月１８日（日）14:00～16:00
 【地震・津波防災訓練】令和８年２月１５日（日）9:00～14:00
【訓練実施後ＷＳ】  令和８年２月１５日（日）14:00～14:45

■主 催：豊見城市
■アドバイザー：地区防災計画学会員、Life + Life laboratory代表 松村直子氏

地域防災マネージャー、翁川医学地域研究所特別研究員 賀数淳氏

■参加者数：約３００名

■参加機関：地域住民、豊崎地区自主防災会、豊崎自治会、豊崎中学校、豊崎小学
校、各PTCA・CS、豊崎学童クラブ、豊崎児童クラブ、豊見城市防災士の会

■訓練項目：シェイクアウト訓練、津波避難訓練、在宅避難者等情報収集・提供訓
練、情報伝達訓練、津波防災に関する講演会、ドローンを活用した被
害調査体験、炊き出し訓練、防火訓練・煙幕体験、防災資機材・パネ
ル展示

■訓練の特色：本島へのアクセスが限られた埋立地であり、津波の到達予測時間
は１５分と避難の時間的余裕がないことから、地区内での垂直避難
を浸透させることを訓練の目的としている。
訓練前ワークショップに加え、１０回の事前学習を実施し、地域の災
害リスクや避難行動モデルの浸透させる。
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【成果】
○ 津波到達時間が短く、本島へのアクセスの限られた埋立地という地理的な条件であ

ることから、命を守るためには垂直避難・徒歩避難が重要であることを、ワークショッ
プや訓練を通した繰り返しの啓発により、参加住民に浸透させることができた。

○ 訓練前ワークショップや訓練には、訓練会場となった中学校の生徒だけでなく、幼児
を含む子供連れの家族も参加し、幅広い参加者層となった。

○ ドローン訓練など、市役所主導の訓練だけでなく、住民や自主防災会主体で企画・運
営する訓練項目があり、地区住民の防災意識の高さが感じられた。

【課題】
● 避難訓練では会場の屋上に避難したが、冬季２月の実施にもかかわらず気温が

高かったことから、熱中症対策を考慮した避難を検討する必要がある。

訓 練 の 成 果

令和７年度 地震・津波防災訓練（沖縄県豊見城市・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 地震・津波防災訓練（沖縄県豊見城市・内閣府）

１月１８日(日) 14:00～16:00 訓練実施前ワークショップ

▼豊崎中学校に
避難する住民

• 豊見城市役所及び豊見城市防災士の会による
地震の基礎知識や避難方法等に関するミニ講
話を実施。参加者は実際の避難経路を豊崎地
区の地図に書き込み、どこまで遠くまで逃げ
られるか試算するワークを行い、堅牢な高い
建物への垂直避難を推奨する「豊崎式津波避難
モデル」の解説と検証を行った。

• 参加者からは「水平避難では遠くまでは逃げ
られないと思った」という意見が挙がった。

• シェイクアウト訓練後、近所
の住民が徒歩で豊崎中学
校に参集し、階段を使用し
て屋上に避難した。

•
津波避難に際して、豊崎中
学校のグラウンドでは津波
フラッグが掲げられた。

屋上に避難した参加者は
その場で安否確認を実施し、
在宅避難者は自治会の

ＬＩＮＥグループで安否確認
を実施した。

• 豚汁とおにぎりの炊き出し、
ドローンの操作体験、煙ハ
ウス体験等を実施した。

２月１５日(日) 9:00～14:00 地震・津波防災訓練

２月１５日(日) 14:00～14:45 訓練実施後ワークショップ

• 訓練の良かった点、気づいた点について振
り返りを実施した。

• 家族連れも多く参加できて良かったという
意見が挙がった。

▼非常階段を解錠し、
屋上に向かう参加者

▼学校教員により
掲揚された
津波フラッグ

▼中学生が作成した
防災の講演会のチラシ

▼煙ハウス体験
▼ドローン操作を

体験する子供

▼豊崎地区の地図に
避難経路を書き込む

▼総括する
松村アドバイザー

▼訓練を振り返る参加者 ▼ワークショップのまとめ
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訓練実施前ワークショップアンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（沖縄県豊見城市・内閣府）

回答数：28

http://www.cao.go.jp/index.html
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訓練後アンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（沖縄県豊見城市・内閣府）

回答数：14

http://www.cao.go.jp/index.html
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訓練実施後ワークショップアンケート結果

令和７年度 地震・津波防災訓練（沖縄県豊見城市・内閣府）

回答数：16

http://www.cao.go.jp/index.html

	01_【宮城県松島町】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	02_【千葉県木更津市】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	03_【新潟県出雲崎町】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	04_【大阪府岸和田市】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	05_【和歌山県印南町】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	06_【愛媛県愛南町】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	07_【高知県安芸市】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	08_【高知県南国市】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	09_【熊本県長洲町】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	10_【沖縄県豊見城市】（津波）報告書概要版
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6


